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第3回国際窒素会議と日中サテライトワークショップ

八木 一行地球環境部温室効果ガスチーム

年に と により発明された大1913 Haber Bosch
気窒素の固定技術は、飛躍的な食糧増産を可能と

、 、し その後の人類の発展の基礎を築いたことから

世紀最大の発明と言っても過言ではないかも20
しれません。しかし、この技術はいわば「諸刃の

刃」で、その後の人間活動は生物圏の窒素循環量

を約 倍に増加させ、多量の反応性窒素化合物を2
環境中に放出しました。そして、このことが水質

、 、 、と大気の汚染 酸性雨 温室効果ガスの増加など

さまざまな環境問題の原因となってしまいまし

た。

このような地球規模での窒素負荷に対し、窒素

の適正な管理を目指した第 回国際窒素会議が平3
成 年 月 日から 日にかけて、中国・南16 10 12 16

（ ）。 、京市で開催されました 表紙に関連写真 また

これに引き続き、農業生態系における窒素循環と

10その環境負荷に関する日中ワークショップが

月 日から 日にかけて、中国科学院南京土壌16 17
研究所で開催されました。

第3回国際窒素会議*1

本会議は、 年の第 回会議（オランダ 、1998 1 ）

（ ） 、2001 2年の第 回会議 米国 に引き続くもので

第 回会議が、今や、世界第 位のエネルギー消3 2
費国であると同時に、世界最大の窒素肥料消費国

となった中国で開催されたことは、主催者たちの

並々ならぬ意欲があらわれています。会議では、

「人口増加と経済の発展が窒素循環に及ぼす影響

：地域レベルから地球規模でみた影響とその軽

減」をメインテーマとし、海外から約 名（う150
ち、日本から約 名 、中国国内から約 名の50 350）

研究者や政策立案者が出席しました。そして、窒

素の起源、動態、影響に関する科学的知見や、環

境保全と食料・エネルギー生産の向上を調和させ

るための方策について、多くの重要な講演がなさ

れ、活発な議論が交わされました。

会議の最終日には、窒素負荷軽減と食料・エネ

ルギー生産向上を両立するための行動計画である

「窒素管理のための南京宣言」が策定され、国連

環境計画（ ）に手渡されました。また、本UNEP
会議の母体である国際研究計画「国際窒素イニシ

アティブ（ ） 」の今後の活動戦略が議論さINI *2

れました。今後、窒素問題に関する世界的取り組

みは、 を中心とした枠組みにより活発に進めINI

られて行くことになります。なお、第 回国際窒4
素会議は、 年にブラジルで開催される予定2007
です。

日中サテライトワークショップ*1

本ワークショップでは、農業生態系における窒

素循環とその環境負荷に関し、日中それぞれでの

研究の現状と共同研究の具体的なテーマについて

検討しました。この活動は、平成 年 月 日14 7 4
に締結された、農業環境技術研究所と南京土壌研

究所との共同研究 （協定覚書）に基づいたMOU
もので、今後、この分野での共同研究を進めるた

めの第一歩として計画されました。日本側 名18
（うち農環研から 名 、中国側約 名（台湾11 30）

から 名）が参加し、研究報告と今後の研究協力1
に関する課題別のグループ討論を行い、協力可能

な研究実行課題とそれらの実行戦略に関する総合

討論を行いました。南京土壌研究所は のアジINI
アセンターでもあることから、韓国や他のアジア

諸国との連携を深め、この地域での窒素負荷問題

へ取り組むことがわたしたちの重要な課題です。

両会議については、農環研ホームページ「情報：*1:
No.55 http://www.niaes.affrc.go.jp/農業と環境」 （

）にも掲載。magazine/mgzn055.html
国際窒素イニシアティブ（ ）の詳細は、ホーム*2: INI

（ ） 。ページ を参照http://www.iniforum.org/index.php
「 」 。窒素管理のための南京宣言 もダウンロード可

「窒素管理のための南京宣言」の表紙（抜粋）

第3回国際窒素会議の共同議長である、南京土壌研究

、 、所・朱兆良教授 農業環境技術研究所・陽捷行理事長

およびINI議長である、ヴァージニア大学・Prof. J.

Gallowayにより署名された。
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